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当海洋資源教育研究センターが発足して4年余､現在地に移転して2年余が経過した｡
西彼杵郡野母崎町にあった水産実験所からの改組と移転であった｡改めて今､当セン
ターの前に立ち､長崎半島の先端にあった古い水産実験所を思うとき､隔世の感を深
くする｡私事ながら私が長崎大学に赴任した昭和認年当時､水産実験所とは名ばかりで､
まるで最果ての小学校分校のように､みすぼらしい木造の建物 1棟が海岸の荒れ地に
立つのみであった｡風で木枠の窓が鳴る小さな実験室で夏期の学生実験が行われた｡
それでもそこは､当時の道津喜衛教授を中心に､水産増殖技術や磯魚の生活史に関す
る最先端の研究が行われる場であった｡近畿大学で魚類増養殖の先駆的な研究を進め
られた故原田輝男教授､長崎県水産試験場から東京水産大学に行かれた藤田失郎教授､
同試験場から水産庁に赴かれた福所邦彦博士などとともにブリやイセエビの種苗生産
研究が試行錯誤の中で行われていた｡今日の水産増殖技術発展の黍明がそこにあった｡
研究者と学生が生き生きと研究に勤しんでいたのを思い出す｡
当海洋資源教育センターは､海洋環境保全､海洋資源生物利用､国際協力などに対
する社会的期待を背景に､水産 ･海洋科学の発展を期して平成9年に発足し､平成11年
に現在地に移転 した｡発足後のセンターの活動には､古い水産実験所時代からの､海
洋資源教育研究への熱い思いが脈々と受け継がれている｡ここに示す数々の報告は､
水産学部と当センターに対 して寄せられる社会の期待に応えるべ く､職員と学生が一
丸となって進めてきた活動の記録である｡当センターは､学内外に施設を広 く開放し､
研究を推進していただくことを基本に掲げてきた｡幸い､多くの研究者の賛同を得て､
高度に利用していただき､多くの成果を上げていただいている｡今後も更に広 く開放し､
水産 ･海洋科学研究の発展を共に希求していきたいと考えている｡長崎大学水産学部
では､当センター敷地内に練習船の基地を建設することを計画 している｡それが実現
すれば､東シナ海やユニークな内湾に隣接する地域に立地するセンターは､守備範囲
を格段に拡大させ､海洋科学の発展に大きく寄与できる体制が築かれる｡これからも
教育研究に遇進し､数十年後のセンターレポートで ｢世界の○○研究の黍明期であった｣
と記されるような業績を残 したいと考えている｡
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